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  6.1  添添削削をを受受けけてて論論文文をを書書きき直直すす  
    

（１）添削を受ける 
    

次の添削例を基にして，どのようなことがポイントになるのかを確認していきま

しょう。 
  

第１章  ITサービスの概要とインシデントの発生傾向や

頻度  

１．１  ITサービスの概要  

 論述の対象は，電子部品製造業であるＡ社の  ①バーチ

ャルサービスデスクとローカルサービスデスクにおける

インシデント対応サービスである。本社を中心に，製造

拠点と販売拠点を全国に展開しているＡ社は，  SFA シス

テムを拠点別に段階的移行方式を採用して移行作業を実

施した。  

  SFA システムの特徴としては  ②全員がノート PCユーザ

という点を挙げることができる ｡③制約条件としては，  

 SFA システムの可用性として，ある利用者の稼働率が最

低 95％以上を設定して，  SLA としてビジネス部門と合意

している ｡④そのため， ITサービスレベル報告会で発表す

る ITサービスのパフォーマンス報告書では，できるだけ

インシデントの発生の兆候を含めるようにしている。  

１．２  分析して判明したインシデントの発生傾向や頻

度  

 ある月の ITサービスレベル報告会で発表するパフォー

マンス資料をレビューしたところ，サービスデスクでの

ネットワークに関するインシデント受付数が増加傾向に

あることが判明した ｡⑤そこで，ネットワークという分類

区分を下に，サービスデスクの受付の詳細履歴を検索す

ると，同様なインシデントが月間で 12件の頻度で発生し

ていることが判明した。これは前月よりも６件多いイン

シデントの発生頻度である。  

 そこで私は，発生要因分析のためにパレート図を作成

すると，発生傾向として，ローカルサービスデスクのあ

る本社以外の拠点で全体の８割が発生している点が判明

した ｡⑥私はサービスデスクも統括する ITサービスマネー

ジャの立場で，迅速な回避措置と恒久的な解決措置に分

けて，次のようにして問題に取り組んだ。  

下線① 

ローカルサービスデスクに絞

り込んでもよいでしょう。 

下線② 

何の全員でしょうか？ 第三

者の読み手を意識してていね

いに表現しましょう。 

下線③ 

何が制約条件であるのか？ 

もっとはっきりと表現しまし

ょう。 

下線④ 

もっと明示的に書くようにし

てください。 

下線⑤ 

設問イの最初と同じような内

容で冗長的です。「具体的に

は」程度にしておきましょ

う。 

下線⑥ 

統括するサービスデスクの範

囲を明示しましょう。 
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合格条件充足度評価表  IT サービスマネージャ  

 

合 格 条 件 評  価 得 点  

システム・プロジェ

クトの概要・特徴 

システム・プロジェクトの概要・特徴

が簡潔にかつ具体的に記述されてい

る。 

 
簡潔・具体的で

ない。 

 
① 

出題意図に応える 

論述 

出題意図をくみ取り，これについて論

じている。 

 
出題テーマとず

れている。  ② 

ITサービスマネージ

ャとしての創意工

夫，行動力 

ITサービスマネージャの業務にふさわ
しい工夫，行動について述べている。

 ITサービスマネー
ジャの業務行動に

なっていない。 
 ③ 

内 

容 

的 

側 

面 

工夫や対策の評価と 

課題の認識 

結果の評価と今後の課題についての認

識がしっかり表現されている。 

 
しっかり評価し

ていない。  ④ 

論旨の一貫性 

冒頭の800字が主題の伏線になってい
て，かつ本文において全体の論旨をし

っかり展開している。 

 論旨を一貫してし

っかり展開してい

ない。 
 ⑤ 

面
白
さ 

主張性 
一つ～二つに絞り込み，掘り下げて論

述している。 

 
掘り下げ不足で

ある。  ⑥ 

具体性 工夫内容を具体的に説明している。 
 

表面的な説明で

ある。  ⑦ 

本 
 

 
 

 

文 

表 

現 

的 

側 

面 

分
か
り
や
す
さ 客観性 

解決策の採用理由を事実（環境条件）

に基づいて説明している。 

 
理由が述べられ

ていない。  ⑧ 

一般性 
一般的な，かつ，分かりやすい表現を

している。 

 
表現が分かりに

くい。  ⑨ 
文 

章 

読みやすさ 

章・節・項・段落分けは適切で，誤字

脱字がなく，正しい日本語が使われて

いる。 

 
正しい日本語に

なっていない。  ⑩ 

 
 合格レベルの論文です。添削結果を基に，上手に修正しています。最後の「経験し

た人しか分からない当たり前」の内容もよいです。 

 課題に対して，一つしか選ぶことのできない対策を挙げて，複数の案から一つを選

択して，その選択した根拠を述べるという論旨展開も演習しておくとよいでしょう。 

 設問イの論述量を減らして，本試験までに，確実に2時間で書けるようにしておきま

しょう。 

 
 

 

 

総 

評 

 

 

合計得点 

（100点満点） 
 
68 

 
点 

 
  
 
●臨場感のある｢当たり前｣を論文で書く！！ 
経験はひとりひとり違います。したがって，本人にとって当たり前なこと

も，読み手にとって新鮮なことがあります。採点者は，経験した人しか分から

ない，臨場感のある「当たり前」を論文で表現してほしいそうです。 
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ここがポイント！
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